
きょうと子育て応援電子マップ 

推薦理由 

 きょうと子育て応援電子マップチーム 
    京都府健康福祉部子育て政策課 川崎哲嗣 
    京都府健康福祉部少子化対策課 三村久美子 
    ＮＰＯ法人子育ては親育てみのりのもり劇場 理事長 伊豆田千加 
    ＮＰＯ法人亀岡子育てネットワーク 理事長 田中美賀子 
    京都にこわく 代表 篠原幸子 ほか１４団体 

【プロセスの工夫、横展開が可能な点】 
≪アセッサー：健康福祉総務課 藤原茂樹≫ 

• 「（自らも含め）乳幼児がいる親達がもっと気
軽に安心してお出かけできるようにしたい」と
いう立案者の熱意が、多様なNPO等の共感
と協力を得る原動力になっており、このような
取組姿勢は、他の課題においても参考にな
ると考えます。 

• 取組の細部に至るまで対話重視を貫き、各
団体が主体的に取り組む体制を構築した手
法は、他の課題においても応用可能と認め
られます。 
 

 

【アピールポイント（組織力の発揮）】  

≪所属長：子育て政策課長 大路達夫≫ 

• 当事者の気づきを起点に施策を組み立て
るとともに、具体的な制度設計にあたって
も、多様な主体を巻き込み、その中での対
話やチームワークの上で進めてきている
点が評価できる。 

• また、そのような過程を経て進めてきたた
めに、施策の中に当事者目線が十分に取
り入れることができた。 

 

 

「推薦のポイント」に照らし
て良いところ、自慢できる
点をアピールしてください。 
 

＜推薦のポイント（組織力）＞ 
①自発性・マインド 
 ＝気づきを活かす、引き出す 
②対話、チームワーク 
 ＝多様なメンバーで対話し 
  連携・協力する 
③合目的性・継続性 
 ＝目的に向かって実践し、 
  学びを活かす 

取組プロセスで一番の
鍵になった工夫や、他
でもマネできる、あるい
は参考にしてもらえそう
な点を見つけて、アピール
してください。 

★この様式は、発表用スライドや 
 事例集として、そのまま活用 
 できるよう定めています 
★1ページ＝A5サイズ 
 （2upでA4サイズ）に印刷します 
★記入枠の大きさは自由に変え 
 てOKです。ただし総ページ数 
 （4ページ）は変えないでください 
★写真や図がある場合は 
 適宜貼り付けてください 



取組内容（１） 

 現状、課題 
• 特に乳幼児など小さなこどものいる家庭
を中心に、一時休息による負担軽減など
の観点から、子育て中の親が外出に強
い意欲。 

• 一方、子連れで利用できる店舗や施設
などの情報が不足しているために、外出
に対しては高いハードルがある状況。 

• 休息時間がとれないことによる育児負担
感の増や、社会参加が限定され家にこ
もることによる孤立化等が懸念される。 
 
 
 
 

 目指す姿、状態 
• 外出により子育ての負担軽減や社会
参加が図られ、子育て家庭の負担を
軽減。 

• さらに、子育て中の親の社会参加を促
すことにより、子育て中も地域と親が
つながる、安心して子育てができる社
会の実現を目指す。 

 

 取組の対象、顧客、ターゲット 
 

• 子育て中の親。特に乳幼児など小さなこ
どものいる家庭。 

 チーム体制、ネットワーク 
• 京都府と市町村 

• 子育て支援団体１７団体（子育て支援者・
子育て当事者） 

• 地域との共同が可能なＩＴ事業者 

 

 取組の分野 （該当に○、複数選択可） 

創造的事業 ・ 府民サービス向上 ・ 業務効率化 ・ 職場環境改善 
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成果に着目した場合
の分野を選択してくだ
さい。 
 
■創造的事業 
 ＝独自性が高い、京都 
  ならでは 
■府民サービス向上 
 ＝府民視点に立って 
  お役立ちしたもの 
■業務効率化 
 ＝手順の省略、見直し 
  スクラップ＆ビルド 
■職場環境改善 
 ＝安心・安全・快適な 
  職場づくり 

どんな姿、状態にな
ることを目指して、取
組や事業を着想・実
行しましたか？ 
 

「こうありたい」という理
想の姿、状態を教えてく
ださい。 

どのような人たちを
巻き込んで取り組み
ましたか？ 
・発案者 
・リーダー 
・キーマン 
・実行、実践者 
・アドバイザー、支援者 
・トップダウン 
 or ボトムアップ etc 

この取組は誰の視点で
企画しましたか？ 



取組内容（２） 
 取組内容とプロセス 
＜着想（気づき）～ 企画立案、事業化まで＞ 
• 職員が自らの子育て体験の中から、特に乳幼児など 

 小さなこどものいる家庭に対する外出支援の必要性に着想 

• 子育て支援者であり、子育て当事者でもある地域のＮＰＯ 

 や法定の子育て支援事業の実施主体である市町村の協力 

 を得て、研究チームを結成。 

・ 約半年間の研究を経て、子育て家庭に外出に必要な情報 

 を提供するアプリの制作が必要との成果報告を行い、平成 

 ２６年度から予算化。 

 

＜実行、実践の内容とプロセス＞ 
• 予算の執行にあたっては、まず公募型プロポーザルに 

 より選定したＩＴ事業者を研究チームに参画。 

• 具体的なアプリの仕様決定にあたっては、開発段階から 

 完成に至るまで、必ず、府・ＮＰＯ・ＩＴ事業者の３者により 

 協議を行ってきた。 

• その中で、既存の子育て応援パスポート事業の連携方法 

 や、スポット情報に加えて、地域ニュースを配信するなどの 

 様々なアイディアを獲得。 

工夫したポイント 
 

・子育て当事者としての職員の  
気づきを起点に着想 
 

・市町村や複数の子育てＮＰＯ
が参画し、様々な主体の意見
を踏まえて、制度を設計 
 

工夫したポイント 
・府民ニーズに合致した、真に
必要なものとするため、設計
から完成に至るまで、徹底して、
当事者が議論に参画。 

・対面の議論に加えて、メール
やLineも活用して、集中的に議
論。 
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どのようにして「気づ
き」を生み、それを 
具現化しましたか？ 
 

気づきから組織・チーム
の取組へと発展させたプ
ロセスを教えてください。 

どのような取組を、ど
んなプロセスで実行、
実践しましたか？ 
 
取組・事業の概要ととも
に、それを実行、実践し
ていくプロセスを教えてく
ださい。 

・府民の声を拾い上げる工夫 
・職員の創造性を活かす工夫 
・知恵やノウハウを集める工夫 

・組織的な取組へと発展させる
工夫 
・問題意識を高める工夫 
・多様な意見をとりまとめる工夫 
 

など、企画段階での工夫を教え
てください。 

・連携・協力者を巻き込む工夫 

・メンバーのモチベーションを高
める工夫、保つ工夫 
・多忙な中でもやり切る工夫 
・差別化を図る工夫 
 

など、実行・実践段階での工夫を
教えてください。 



結果とふり返り 

 成果、目標達成状況 
• 研究・設計段階から、多くの子育て当事者・支援者に 

 参画いただいたことにより、開発にあたっての各地域での 

 店舗など各スポットへの働きかけや、完成後の広報に至る 

 まで、各地域のＮＰＯなど多くの方に協力いただくことが 

 できた。 

• その結果、平成２７年４月の運用開始から、同年１２月末 

 までで、登録者数が２万人を突破（運営目標１万５千人） 

 

 

 

 

 今後の展開 
• パスポート協賛店舗・施設をはじめとした掲載スポット 

 の数をさらに増やすとともに、個々のスポットで行われて 

 いる子育て応援サービスのさらなる充実が必要。 

• 地域ニュースについては、乳児を連れて歩いて行ける 

 くらいの距離にある小さなイベントなど、より地域に密着した 

 きめ細かな情報が必要。 

• 内容の充実や今後の運営のための財源の確保 
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12月末時点でどんな成
果が出ましたか？ 
 
必ずしも100％達成する必

要はなく、得られた成果、得
られなかった成果を、 
12月末時点でふり返って記
入してください。 

成果や学習したことを活
かして、今後どう展開し
ていきますか？ 
 

同じ取組で次のステージを
目指す、あるいは全く別の
アプローチで目標達成を目
指すなど、今後の取組の方
向性を教えてください。 

取組から学んだ点 
 

・研究・制作段階から様々な主
体と協力して進めてきた結果、
それらが運用開始後の拡がり
につながった。 
 

さらに工夫したい点 
 

・開発に至るまでの枠組みを今
後も継続していくことが重要と
考えており、引き続き、当事者
の視点・ニーズを大切にしなが
ら、改善につなげていきたい。
また継続のための財源確保も
模索しなければならない。 

・ここはうまく行かなかった 
・やってみたが効果がなかった 
・この取組の最も難しかった点 

など失敗から学んだことを教えて
ください。 

・この手法が参考になった 
・こんなアドバイスが効いた 

・このメンバーを巻き込んだこと
で前に進んだ 

・行き詰まったときの突破口はこ
こだった 

など成功から学んだことを教えて
ください。 

取組から学んだことを活かし、さら
に成果を上げるためにどんな工
夫をしたいか、教えてください 


